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み ん な で 、神 流 で 、楽 し く 。
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　僕は普段、東京の自由ヶ丘というまちに住んでいる。
　そこは終電が出る午前 1 時前後まで人がごった返し
ているようなおかしなまちだ（終電に乗り遅れた連中
を取り込んで、朝まで商いをする店もある）。
　飲食の店もファッションの店も若い子が喜びそうな
流行物を扱うから、流行が終わればその店も終わりで、
出来きたばかりの店もさっさと撤退するから、しょっ
ちゅう入れ替えがあって、そのたびにまちの風景も描
き変えられていく。
　そんなまちから僕がこの鬼石に来るようになって、
ほぼ 3 年が経つ。
　今は本町に小さな二軒長屋の一軒を借りて、最近で
は月に 1、2 回、月の半分近くは鬼石にいてあちこちほっ
つき歩いている。歩くことは苦にならないし、その土
地を知るには歩くのが一番と思っているから、どこへ
でも自前のネルギーで出かける。そういえば、このま

ちに来て改めて思い知ったことのひとつは、東京より
もこのまちの方がずっと車社会だということだ。

　僕の好きな散歩コースのひとつに、三杉神社の上、
上之山から鬼石富士（地元の人は一本松というらしい
が、頂上には立派な「富士山」の祠がある）へ登り、
林間の道をたどって金剛寺へ参る道がある。ある日、
寺にたどり着いて山門脇の数寄屋風の休憩所で汗を拭
いていたらご住職が現れ、「よくそんな道を見付けま
したね、地元の者でも知りませんよ」と、ほめてくれた。
　僕はほめられると弱い。調子に乗って歩き続け、鬼
石のまちはもちろんのこと、三波川の水源を求めて石
神峠まで登ったり、バスで上野村まで足を伸ばしたり、
万場のまちも 2 度歩いたし、浄法寺の周辺も 2 度、3
度と歩き回って、この 3 年で、この地域について相当
くわしくなったと思う。と思うのだが、それが「とこ

ろがどっこい」なのだ。この土地の水を飲み、空気を
吸ってきた人、歴史を体験してきた人にはやっぱりか
なわない。細部にどんなにくわしくなっても、この地
域にとってぼくはやはり「よそ者」であり、「新参者」
である。

　さて、僕が鬼石に来るようになったきっかけは、画
家の堀越千秋さんが「面白いところだから一度遊びに
いらっしゃいよ」と誘ってくれたことによる。
　堀越画伯はマドリッド（スペイン）と東京と神川、
この三ヵ所を主な拠点に活躍しているが、神川にいる
時は作陶（陶芸）や舞台美術に力を入れている様子。
特に作陶にはたいそう熱心に取り組んでいて、その作
風は実に斬新、破調、ダイナミックなもので、すでに
独自の焼き物世界を創出しているからさすがである。
　その画伯に誘われるままに僕は初めてこの地域に足
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を踏み入れたのだが、その時僕は、まちの真ん中を流
れる神流川に一目で惚れ込んでしまった。「いい川だ。
人を幸せにしてくれる川だ。こんな川の流れているま
ちに住みたい」。そう直感したのだ。
　そこで画伯に聞けば、この辺りには月に 1 万円とか
2 万円で借りられる家があるという。そんなありがた
い話があるのかと、後日、改めて家を探しに再訪して
神流川の周りをぐるぐる歩き回ったのだが、その時に
忘れもしない、福持寺の前で自転車に乗った学校帰り
の中学生に「こんにちは」と声をかけられたのだ。僕
もすぐに「こんにちは」と返したけれど、ちょっとあ
わてていた。びっくりしたのだ。何に !? と思われるか
もしれないが、僕が住んでいる自由ヶ丘ではもちろん、
ふだん生活している範囲で、そんな風に見知らぬ人か
ら挨拶をされることは全くないからだ。
　この地域ではいつからそのような習慣が生まれたの
かは知らないが、とにかく僕はその女子中学生の挨拶
がうれしかった。しびれた。
　だから僕がこのまちに通うようになったのは、神流
川と、そして女子中学生の挨拶に完全にノックアウト
されてしまったから、というわけだ。

　実際、神流川流域の風景は絵に描いたように素晴ら
しい。箱庭のようでもある。例えば大神山の麓に立っ
て眼下をながめれば、神流川が発する南西の上流部（上
野村方面）に山並みのわずかな切れ目があり、川が流
れ去る下流（藤岡方面）にはやや広めの谷の切れ目が
あって、その谷の向こうには赤城山と谷川連騰が空間

を埋めている。そしてこの上流と下流のわずかな切れ
目以外は全て山に囲まれている。四囲これ全て山だ。
それも二重、三重と大小の山々が重なっていて、この
小さな山が何だか昔話に出てきそうな丸っこい形で、
実に愛らしい。中国の風水で占えばきっとこの土地の
秀なることはいよいよ明らかになるだろうが、こんな
風景、ちょっとほかにはない。
　これはよそ者のいうことだから、土地の方々は「そ
れは、ほめすぎだろう」と思われかもしれない。しか
しそこに永く住む人は案外、自分の土地の良さ、特に
風景のような、それがあって当たり前のようなものに
ついては、その良さを改めて思い直そうとはしないも
のなのだ。

　今回は創刊号ということもあり、第 1 ページ目には、
日本画家のもめちゃんこと、高村木綿子さんにお願い
して「神流川流域絵図」を描いてもらった。
　もめちゃんもまた、東京から鬼石に創作の場を移し
た一人で、僕の先輩だ。彼女についてはまたいずれじっ
くり紹介することになると思うが、平安の昔の絵に描
かれた大和撫子のような切れ長の目をしたべっぴんさ
んだ。

　さてさて巻頭早々から脱線の多いことだが、皆さん
にはとくとこの絵図をご覧いただきたい。そして改め
てしみじみと、この神流川流域のすばらしさを思い起
こしていただきたい。
　どうです、色々な思い出がよみがえってくるでしょう。

　土地の方々は、僕らよそ者では気がつかないこの地
域の良さをたくさん知っているわけで、とすれば、そ
れと僕らの外の目から見たこの地域の良さと、これを
両方つき合わせたならば、これはずいぶんと面白いこ
とになるのではと、僕はある日ふと、そんなことを夢
想したわけです。
　しかしひとつすっきりしないのは、神流川をはさん
で群馬県と埼玉県に別れるということだ。もともとは
そんなことは関係ないし、現にこの地で生活する人が
いちいちそんなことを意識することはまれだろうと思
うのだが、それでもやはり、何かちょっと脇がスースー
するような感じが残るのがしゃくだ。
　神流川の流域は恐竜が歩いていた太古の昔から、ずっ
と一体のもの。同じ風土にはぐくまれてきた同じひと
つの生活文化圏なのだ。これはとても重要なことだ。
市が違うだの県が違うだの、そんなのは明治になって
からの役人のご都合主義にすぎない。まあ、川のこち
ら側とあちら側、多少のスースー感は残るものの、神
流川流域の風土はひとつ、住む人の心はひとつと願い
たく、そのあたりの「心」が本紙・神流風土子の「神
流川文化圏宣言」であり、本紙の発行の弁でもあります。

　なお、堀越千秋氏に本紙「神流風土子」の主筆をお
願いしたところ、ご快諾をいただいた。本紙を通じて
皆様に氏の軽妙な文章をお楽しみいただけることは、
編集部にとっても大きな喜びだ。         

 編集長・佐山吉孝
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三波川もこの一帯は、わずかに自然の景観が残っ
ているが、上流からも下流からも「護岸整備」と
いう名の魔手が伸びてきている。もうこれ以上、
川を壊してほしくない ! これは切なる願いだ。

大神山 ( 飯盛山、別名・ピラミッド ) の山容は独特だ。この見
事にバランスのとれた三角錐のお山がいつの日か、どうかして
ボコッと隆起したのだから、自然のなせる技というのは誠に、
摩訶不思議。

いつもお参りしている福持寺。その
本堂正面におわしますこのお方。は
て面妖な ? と思うのだが、萬福寺の
山門にもよく似た鬼の面があるか
ら、こちらもかの御荷鉾山に伝説の
鬼か。鬼にしてはかわいすぎる !?。
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いつもお世話になっている金剛寺の数寄屋造りの休憩処。山
の中腹にあり、眼下を三波川が流れ、右手には桜山が望める。
一帯はみかん畑だが、裏山に登ると見事なツツジも楽しめる。
ありがたい。

阿久原牧の若駒・ハル。この牧場で活動する
「かんな馬の会」については、いずれ改めて
ご紹介したい。
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　 「堀越千秋氏は絵描きである」と、この一言ですんでいた時代はとうの
昔のことで、今や、歌手（フラメンコの歌・カンテの歌い手）であり、文
筆家であり、作陶家であり、舞台美術家であり、映像作家であり、茶室の
建築家であり、その他何でも、氏の興味のおもむくところの実に「何でも家」
なのである。だから改めてご紹介はとなるとちと手間取るのだが、そんな
ことにはお構いなし、氏はどこでもどこどこずんどこ突き進んでいってし
まうから、今日の氏は昨日の氏にあらず。「俺をいつまでも＊＊＊と思っ
てたら遅れるぜ、お姉さん」と相成るのである。
　この夏、スペイン大使館が総力を挙げて開催した氏の超ロングラン（何
と 7 月 26 日から 9 月 10 日まで ! ）大作品展『わが腸

はらわた

のスペイン』は、
まさに氏の「いつまでも＊＊＊と思うなよ」状態を一堂に展覧したもので、
絵画、陶芸、舞台美術、コント映像、茶室建築、などなどの作品展示のほ
か、お得意のカンテをはじめ、超一流どころのフラメンコや現代舞踏の舞
台ありという、まあ前代未聞、世にもまれ、まさに氏のみがなし得る一大
アート展であった。その意味では作品展のタイトル『わが腸

はらわた

のスペイン』は、
『堀越千秋の 腸

はらわた

展』といってもいい、そのような暑い夏の 47 日間であった。
実際、余りも多くの来場者を記録したものだから、主催者のスペイン大使
館は喜びこけて、この作品展の入場者数はかの「ゴヤ展」を上回るであろ
うとの景気のいいコメントを発表する勢い。いいぞ堀越! やったね千秋!と、
大向うから掛け声が上がるような快挙であった。

腸
は ら わ た
堀越千秋の

を    
めぐって

舞台美術の作品は、縦 4 〜 5 メートル、
幅 10 数メートルにもなるため、ともか
く広く平らな土地が必要になる。横隈山
中のくるみ小屋で描いた巨大な舞台美術
作品を乾かすには、神流川の河原は格好
の場所である。
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舞台美術にせよ、茶室建築にせよ、また
陶芸にせよ、何しろどれも大掛かりな作
業だから人手が必要だ。その点、氏の周
辺にはこの神流の風土にひかれて移り住
んできた若い人たちが大勢いて、それぞ
れが自分の得意分野で力になってくれて
いるので、氏の創作も成り立つ。このヤ
ングらを氏は愛情を込めて「やまこ組」
と呼んでいる。

これは、またまた国宝モノですよ。
イッヒヒヒヒーーー

楽しみにしてていいんじゃない ! ねェ?

 　「川」は人をひきつける。
 　川はただ見るだけでもいい。そしてもしもその
水がきれいで、さわさわと流れていたなら、もう
それだけで気持ちが清々しくなる。そしてさらに
ザブザブと中に入って遊ぶことができたなら、な
おいい。いやいや、もしもきれいな水が流れる川
だったら、それが見ず知らずの遠い国のことであっ
ても、ぜひ話だけでもいいから聞かせてほしいと、
そう思う。
 　僕をこの地に呼んだのも神流川だ。
 　だから僕はこの神流流域の人に会うと、先ず川
のことを聞く。川と遊んだか、どんな風に遊んだか、
その時の川の水はきれいだったかと、まことにし
つこい。
 　鬼石に代々お住まいの古老（個人的なことなの
で名前は出してくれるなとのことだったので、こ
こでは仮に K さんとする）にも話を聞いた。
 　僕が、「小さい頃、神流川ではよく遊びましたか?」
と話を向けると、K さんの表情がぱっと変わった。
そして即座に、「水浴び、それはもう夏は一日中、
水浴びですよ。学校から帰ったら、かばんを放り
投げて、川へ直行です。」と、それまでとは一転し
てとても若々しい口調で答えた。
 　「川遊び」ではなく「水浴び」だ。
 　そして K さんはつづけて「アマゴイ」、「ドーマ
ン」、「クロンブチ」と立て続けに、当時遊んだ神
流川の水浴び場の名前をあげた。その言葉の調子
はとても力のこもったもので、口ぶりと目の表情

はもうすっかり、子ども時代にかえってしまった
ようだった。
 　「アマゴイ」は今の鬼石病院の下あたりか。ど
うも K さんたちの水浴びはいつもここからスター
トしたようだ。そこから下（しも）の「ドーマン」
は、諏訪の辺り。そして上（かみ）の「クロンブ
チ」、これは上武橋のやや下手か。この間を行った
り来たりしながら遊ぶ。時にはクロンブチからドー
マンまでを一気に泳いで下ることもあったが、そ
んな時には着ている物を頭に巻き付けて泳ぐのだ
とか。
 　真っ黒に日焼けした少年らがフンドシひとつ、
着る物を頭に巻き付けて泳いでいる姿が目に浮か
ぶ。それも K さんの隊のみならず、おなじような
連中があっちにもこっちにも、小さな隊を組んで
遊んでいたのだから、神流川もさぞやにぎやかな
ことだったろう。
 　川では釣りもした。毛針をちょんちょんと川面
に流して魚を引っかける。それがあまり得意でない
子どもは「アンマ」といって、川の中に釣り竿を差
し込んで適当にぐいぐい押したり引いたりしている
と、その針にも魚は引っかかるのだとか。主に釣れ
たのはザッコ（ハヤ）。下久保ダムが出来る以前の、
神流川の川底の砂利が一粒一粒まで見えるような、
そんな水澄める清流だったころの話だ。
 　うらやましい話だ。こういう素晴らしい想い出
をもっている人が一番幸せなんだと、僕は K さん
の力のこもった目を見ながら、そう思った。



　さて本題だが、まあ実際、氏の腸
はらわた

は相当なものだ。
　それは外見からもよくお分かりだろう。
　何しろ、よく食べる。何でも食べる。よく飲む。何でも飲む。よく笑う。
何でも笑う。よくしゃべる。何でもしゃべる……。この調子で、絵はどん
どん描く。文章もさっさか書く。焼き物もぽこぽこ作る。歌だってうーうー
うなる。そのどんどこ、ずこずこ、ぱかぱかのエネルギーの源が、全てあ
の腹にこそあるのだ。
　人は人の腹を見るとすぐに、メタボだなんぞとほざくのがこの頃の流行
りみたいだが、これだけの腸が詰まっているかと思えば、あのどんとせり
出した腹もあだやおろそかには出来ないってことになりましょうや。
　さて、そんな腸氏だが、これがなかなかお忙しい。まず創作の拠点が、
スペインのマドリッドと東京と、そして神流川は秩父瀬の地と 3 ヶ所ほど
もあって、その間を頻繁に行ったり来たりしているようなのだ。「ようだ」
というのは、決まった移動パターンがあるわけではないので説明がむつか
しい。当の本人だって思いつくまま気のままだから説明できない。それは
それで仕方がない。で、東京は自分の生まれた地だから当然長い。馴染み
が深い。しかしスペインも長い。芸大在学中に留学して以来の地だから、
もう 40 年 !!（これには本人もびっくり）そして神川。この地も早 20 年を
超えるというから、これももう血となり肉となって氏の腸に取り込まれい
るに違いない。三種混合。それぞれのスピリッツを旺盛に吸収して、それ
があの太い腹を育てているのだ。
　さてそんな氏の作品だが、大画面にみずからの腸をぶちまけたようなエネ
ルギッシュな抽象表現あり、日本画を思わせる繊細な線の具象表現あり、情
感あふれる絵本あり、実に多様だが、やはり一番の特徴はその色 ! いずれも
極めて独創的で、生命力にあふれていて突き抜けている。と、ここまでは書
いてみたが、これは所詮素人の言う事。これ以上は書きようがない。美術評
論家ならばまだまだ、千字だろうが二千字だろうがいくらでも書くと思うけ
ど、でも彼らが書くものは素人にはよく分からないのも事実で、だからもう
作品について書くのはやめにする . アートばかりは実際にそれを見てもらう
意外にないのだ。ただひとつだけ付け加えたいのは、この夏、いくつかのギャ
ラリーで氏が発表した作品の『全部嘘』というシリーズだ。
　このシリーズで氏は、完成された絵の上に金文字で太々と『全部嘘』と大
書して見せたのだ。自分で描いた絵の上に自分で『全部嘘』などと書く画家、
そんな画家は今まで見たこともないし聞いたこともない。古今東西、氏以外
にそんなことをしたものは一人もいないし、これからも出ないだろう。
　絵は絵空ごと。たしかに描かれたものは嘘には違いない。しかしそれが

他人の絵ならともかく（現に酷評したくなるときに、こ
んな嘘っぱち描くなよ、と言いたくなる絵があることは
確か）、自分の絵にそれをやってしまったのだ。もうやっ
てしまったのだから、そして堂々と発表してしまったの
だから仕方がない。仕方がないのだが、結局そこが堀越
千秋が堀越千秋たるその肝（キモ）でもあるのだろう。
　氏がフラメンコやジプシーの芸能について語るときに、

「ドゥエンデ（魔物が宿るもの）」という言葉を口にするのを何度か耳にし
たことがある。「ドゥエンデ、それがアートだ」とも言う。例えば「ああ、
あんたの歌にはドゥエンデがあるよ」と言われれば、それは歌い手にとっ
て最高の賞賛になるのだと。氏にとっての表現（アート）とは、この内な
る「ドゥエンデ」の発露以外の何ものでもない。自分の絵に嘘と上書きす
ることは、堀越千秋の内に宿る魔物たちの雄叫びなのだ。「だって、本当
に嘘なんだもの、しゃあないよ。そうでしょう。」そう言ってニヤッと笑
う顔が目に浮かぶ。
　ドゥエンデガナケレバイミガナイ。あの巨大な腸がそう言っているのだ。

風土子
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どこでもどこどこずんどこ
突き進んでいってしまうから、
今日の氏は昨日の氏にあらず。
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15  坪 菜 園 の
晴 耕 日 記

百姓、楽勝
　

の
っ
け
か
ら
「
百
姓
、
楽

勝
」
な
ど
と
い
え
ば
、「
こ
の
お

チ
ョ
ー
シ
モ
ン
が
！
」
と
ひ
ん

し
ゅ
く
を
買
う
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
一
面
こ
れ
は
真
実
で
も

あ
る
。

　

実
は
こ
の
夏
、
僕
は
わ
ず
か
15
坪
ば
か

り
の
畑
を
借
り
て
菜
園
を
は
じ
め
た
。
と
り
あ
え
ず
教
え
ら

れ
る
ま
ま
に
丹
生
の
「
お
お
は
た
」
へ
行
っ
て
苗
を
買
っ
て

き
て
そ
れ
を
植
え
た
。

　

確
か
に
最
初
の
草
引
き
は
大
変
で
、
慣
れ
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
腰
と
膝
を
痛
め
た
。
右
手
親
指
の
爪
は
内
出
血
し
て

黒
く
な
っ
た
。
が
、
大
変
だ
っ
た
の
も
は
じ
め
だ
け
。
キ
ュ

ウ
リ
も
ナ
ス
も
ピ
ー
マ
ン
も
そ
れ
こ
そ
売
る
ほ
ど
採
れ
た

し
、
枝
豆
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
、
人
に
自
慢
し
た
い
く
ら
い

お
い
し
い
の
が
採
れ
た
。

　

素
人
が
何
で
そ
ん
な
に
簡
単
に
収
穫
を
上
げ
ら
れ
る
か
と

い
え
ば
、
そ
の
答
は
た
だ
ひ
と
つ
、
そ
れ
は
人
が
教
え
て
く

れ
る
か
ら
だ
。
上
手
に
育
て
て
い
る
人
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
聞
け
ば
、
こ
う
し
な
さ
い
と
い
っ
て
く
れ
る
。
ス
タ
ー
ト

の
苗
の
手
配
か
ら
し
て
そ
う
だ
。
近
所
の
農
家
の
人
が
「
お

お
は
た
へ
行
け
！
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、「
へ
い
!
」
と

ば
か
り
に
ひ
と
っ
走
り
し
て
き
た
だ
け
の
こ
と
だ
が
、
や
は

り
こ
の
苗
が
よ
か
っ
た
（
と
今
に
な
っ
て
改
め
て
思
う
）。

　

い
わ
れ
た
通
り
す
れ
ば
、こ
ん
な
ど
素
人
だ
っ
て
「
最
近
、

畑
を
は
じ
め
て
ね
。
や
っ
ぱ
り
と
れ
た
て
の
野
菜
は
う
ま
い

ね
。」
な
ん
て
、
さ
り
気
な
く
自
慢
で
き
る
の
だ
。

　

そ
し
て
実
は
も
っ
と
強
力
な
助
っ
人
が
い
て
、
僕
の
畑
の

隣
地
で
木
村
さ
ん
と
、
本
田
さ
ん
と
い
う
方
々
が
か
な
り
の

面
積
を
耕
し
て
い
る
の
だ
が
、
本
田
さ
ん
は
種
苗
会
社
に
永

年
勤
め
て
つ
い
最
近
リ
タ
イ
ヤ
し
た
と
い
う
方
で
、
こ
れ

ま
で
に
農
業
の
実
践
こ
そ
な
い
も
の
の
大
変
に
研
究
熱
心

な
理
論
家
で
、
次
々

に
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
く
り
出
し

て
は
そ
れ
を
実
験
的

に
実
践
に
移
し
て
い

る
の
だ
。
そ
の
本
田

さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
農

法
の
ひ
と
つ
が
名
付

け
て
「
草
ふ
と
ん
農

法
」。
こ
れ
に
つ
い
て

は
今
後
く
わ
し
く
お

伝
え
す
る
が
、
何
を

隠
そ
う
、
僕
は
彼
の

数
々
の
実
験
の
中
か
ら
、
こ
れ
は
と
い
う

成
功
ワ
ザ
を
た
だ
真
似
し
て
い
る
だ
け
な

の
だ
。

　

つ
ま
り
百
姓
（
超
零
細
の
小
作
人
の
分

際
で
偉
そ
う
に
名
乗
り
ま
す
が
）
と
い
う
の

は,

う
ま
く
い
っ
て
い
る
人
の
真
似
を
し
て
い

け
ば
い
い
わ
け
で
、
僕
が
「
百
姓
、
楽
勝
」
と
い
う

の
は
そ
の
と
こ
ろ
な
の
だ
。
多
分
日
本
の
農
業
の
歴
史
は

ず
っ
と
そ
う
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
僕
は
思
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
一
村
に
一
人
位
、
勤
勉
で
研
究
熱
心
な
「
篤
農
家
」

と
呼
ば
れ
る
人
が
い
れ
ば
、村
中
の
者
が
そ
の
真
似
を
し
て
、

そ
れ
で
村
が
栄
え
る
と
、そ
ん
な
塩
梅
だ
っ
た
と
思
う
の
だ
。

　

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
土
地
が

い
い
と
い
う
こ
と
だ
。
本
田
さ
ん
は
畑
の
地
面
に
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
木
札
を
差
し
込
ん
で
、
大
地
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
が
、
僕
も
そ
の
気
持
ち
に

変
わ
り
は
な
い
。
大
地
は
あ
り
が
た
い
。
苦
土
石
灰
を
ま
い

た
わ
け
で
も
な
い
。
肥
料
を
施
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
な
の

に
ち
ゃ
ん
と
実
り
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
だ
。
横
隈
山
の

ふ
も
と
、
阿
久
原
は
牧
の
大
地
に
感
謝
！
で
あ
る
。

　

こ
の
夏
の
唯
一
の
失
敗
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ハ
ク
ビ
シ

ン
に
食
べ
ら
れ
た
こ
と
だ
が
、
そ
れ
と
て
失
敗
と
い
え
る
か

ど
う
か
。
む
し
ろ
自
然
の
成
り
行
き
か
。
山
に
動
物
が
い
る

以
上（
と
い
う
よ
り
も
、動
物
が
い
て
く
れ
な
け
れ
ば
困
る
）、

そ
れ
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
一
番
よ

く
熟
れ
た
や
つ
を
３
本
ば
か
し
、
一
番
の
採
り
入
れ
時
に
か

じ
っ
て
く
れ
た
が
、
一
粒
残
さ
ず
き
れ
い
に
食
べ
て
く
れ
た

の
は
む
し
ろ
嬉
し
い
出
来
事
だ
っ
た
と
さ
え
い
え
る
。
も
っ

て
瞑
す
べ
し
だ
。

（
マ
イ
ク
ロ
小
作
人
）

　所用があって有楽町で昼食となった。馴染みの薄い街なのでど
うしたものかと思いつつもぶらぶら。あのあたり、新橋から続く
高架線下（いわゆるガード下）にはそれぞれ仲々に個性的な飲食
店がズラズラズラッと並んでいて興味深い。その内の 1 軒で表に
カツカレー 540 円 ! と張り紙のある、夜は居酒屋になるらしい店
に入った。
　店の女性はまず食券を買えと言って、メニューは壁に書いてある
とおりと指さした。見れば生ビール、中ジョッキ 370 円とあるで
はないか。やれ嬉しい。で、お目当てのカツカレーと生ビールで
910 円也。千円札に 10 円銅貨を載せて出せば、何と銀色の百
円玉が 1 個返ってくる幸せ。ムフッ !
　運ばれてきたのは大皿にたっぷりのご飯と手前半分がカレール
ウ。大根の漬物に、何とわかめと油揚げの味噌汁まで付いてくる
ではないか。でカツはといえば、ご飯の上に小判型のコロッケく
らいのものが 5 つに切られて並んでいる。衣厚め、肉薄めという

やつだが、このサイズがいいのだ。この大きさで充分。な
んだかワラジのようにどかっとでかいのが、
どうだとばかりにそっくり返られても困るの
だ。それで 800 円だの 900 円だのと言わ
れてもこちらはちっとも嬉しくない。小、大
いに結構、大歓迎なのである。

　カツをつまみにビールを飲んで、カレーと味
噌汁をいただいて、いや大満足 !

 どうです、有楽町も仲々やるでしょう !?

まちを歩けば 小、大歓迎 !!

所

小屋建築大賞

本紙では、神流風土のそこここに建てられた小屋建築を観賞しつつ、その
内の優れた作品を顕彰し、さらなる小屋建築の発展に寄与することを願い

「小屋建築大賞」を創設します。
今後、順次その候補作を本紙紙面上に連載してまいります。
なお、読者の皆様からの自薦、他薦を含めた参加も受け付けております。

「小屋建築大賞」に推薦したい作品にお心当たりのある方は、編集部までご一報ください。

候補 1

ハク
ビシ
ン様
、

完食 !

候補2 候補3 候補4 候補5
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　この二つの茶碗 . 皆さんはどちらがお
好みですか。
　荒々しく力強い肌合いの上の茶碗もい
いし、下のふっくらぽってりとした女性
的な肌合いのもいいし、小さいながらど

ちらも充分な重量感があって、しかもこ
の肌の表情が、いかにも茶人が好みそう
な「侘び寂び」の感じがしていいではあ
りませんか。
　実は、この茶碗はある高名な茶人が残
したもので、知る人ぞ知る天下の銘品だ
そうです……というのは、まっ赤っ赤な
ウソ。

　ところで皆さんは陶芸をなさったこと
がありますか。作陶、焼き物、炎の芸術
なんて言い方もしますね。
　陶芸というのは、これがなかなかエキ
サイティングなものでして、私めのよう
など素人にも、まれに天下の銘品のよう
なものができてしまうんですね。粘土を
ちょいとひねって窯の中に入れて高温で
焼きますと、あら不思議、あのただの粘
土の茶碗が、何とも侘び寂びチックに変
身しているではありませんか。これを窯
変というのだそうですが、薪の力、炎の
力、窯の力ですね。
　この人知を超えた窯の力にころっとだ
まされて、陶芸から足が抜けなくなって
しまったなんてご仁が、世にはいくらも
いるわけです。

　実は左の写真は、1 個の茶碗のこっち
面とあっち面を撮影して並べてみたもの
で、同じ 1 個の茶碗の A 面と B 面です。
堀越さんのご好意で「千秋窯」で焼かせ
てもらった私めの駄作でして、写真では
だまされそうになるくらいいい感じに見
えますが、実際に実物を手に取れば「駄
作」はすぐに分かります。まず形がいけ
ない。その上に重たい。こんな茶碗で茶

道をやってたら、手首が鍛えられること
はあっても、遠からず腱鞘炎を起こして
しまいます。
　やはり茶碗そのものの造形がよくない
ことには、いくら侘びだの寂びなどとご
託を並べてもだめです。そこのところが
この道の専門家とど素人の分かれ道。残
念ながら私めらは堀越さんの足下にも及
びません。

　それでもやはり陶芸は面白い。窯の魔
力は絶大です。何しろ、窯の中で薪の灰

（自然の釉薬）が暴れ回ってあんないた
ずらをしてくれるわけですから、何が起
こるか分からない。焼き上がって窯を開
けるまで分からない。同じ窯の中でも置
いた位置によっても灰のかぶり様が違い
ますから、窯変もまた違った形で現れま
す。ということはもしかしたら私めの方
が、堀越さんの茶碗よりも劇的な変化を
いただいてしまって、天下の銘品と見ま
ごう茶碗が焼けるかも、とまあ、ついつ
いそんな期待に胸を踊らせてしまうわけ
です。

　それでというのも変なお誘いの仕方で
すが、鬼石にはありがたいことに、この
陶芸を気軽に体験させてくれる場があり
ます。
　キール・ハーンが教えてくれる「陶芸
教室」がそれ。
　あなたもどうぞ一度、陶芸「うつわづ
くり」の世界をお楽しみください。
　もしかしたら、あなたも足が抜けなく
なるかも ?

鬼石で陶芸体験
キール・ハーンが
「うつわづくり」の楽しさを
教えてくれます。

どなたでも、お気軽にどうぞ !
キール・ハーンは、鬼石に在住するアーティストで、陶芸の他、
絵画、映像、オブジェなど、多様な創作活動に取り組み、作品
を発表しています。
とても率直で、気さくな人柄です。
出身はアメリカのミズーリー州。トルーマン大学で美術学士号を
取得した後、日本政府が主催する JET プログラムに参加し、来
日しました。
彼のアトリエは、築 100 年の古民家を彼自身が改築したもので、
とても広く、創作環境が充実しています。

会話はもちろん日本語で OK です。
とてもていねいに、やさしく教えてくれますから、初めて陶芸を
体験する人にとっても、基礎からきちんと学びたい人にとっても、
とてもよいアトリエだと思います。
どうぞ一度、キールと連絡をとって訪ねてみてください。

窯
の

上:その一面(焼き締め)

下:その一面(灰かぶり)

携帯電話 :090-9887-4914
〒 371-1401 藤岡市鬼石 529-1
e メール :kjellhahn@gmail.com
http://kjellhahn.com/projects/jp/

キール・ハーンの陶芸教室



ひたぶるにうら悲し
神流風土子主筆

堀越千秋
　神流川ぞいの秋は、まず柿の色である。各家に、
旗のように成っている。
　それから冬桜の可憐な白い花である。
　日本晴れの午後、自転車に乗って、上武橋を埼玉
県から群馬県に渡り、鬼石銀座と僕らが呼びならわ
している、あの街道をのろのろ行き、銀華亭のマー
ボ豆腐定食を食べようと、淡く思っているのである。
　上武橋の上では川上の方を眺める。山々が見える。
名はよく知らない。
　川面がキラキラ光る。
　ため息をつくほどの美しさだ。
 　「秋の日のヴィオロンのため息の、
  　ひたぶるにうら悲し」
という、堀口大學訳のヴェルレーヌが浮かんでくる。
　むかし見たフランス映画の、第二次大戦下の反ナチ
抵抗運動（パルチザン）の、蜂起の合い言葉が、これ
であった。
　 「・・・ひたぶるにうら悲し」
 　「ひたぶるにうら悲し」
 　フランス語でいうと何と言うのだろう。
 　夏には、僕らは神流川でよく泳ぐ。
 　川は今 . なぜか白く濁っている。
 　今、神流川の放射線量が高いらしい。
 　それはどういうことなのか。
　 福島第一原発の、メルトダウンした核燃料から、
露天風呂の湯気のように放射能が湧きあがって、風
にのって各地に行くのだろう。
　雨水が集まってくる雨ドイの下の地面に、放射線
量が高いという。

　そう聞けば、そう言う場所はすばやく通り過ぎよ
うと思うのに、僕のアトリエには雨もりがして、雨
水で床がぬれることがしばしばある。それを放置し
ているうちに、床のホコリとともに薄い泥のように
なったまま、床に跡を残している。
　つまり僕のアトリエはおそらく、雨ドイの下のよ
うな状況になっていて、放射線量が高いに違いない。
 計測しないから知らないだけだ。
　みんな僕らは、知らないだけだ。
　むかし、太平洋戦争の時、どうやら日本は負ける
のではないか、とどのぐらいの割合の日本人が思っ
たか知らないが、戦争末期には、特に大都市の人々
なら食料不足や空襲の激化から、予感できたかもし
れない。といって、逃げまどうだけでどうしようも
なかったであろう。
　その時代のことは、僕は生まれていないから知らな
いが、今おそらく、このどうしようもない原発の状況
下で、ある種の諦めにおいて、その頃と今は似ている
のではあるまいか ? 逃げまどう方法も分からず。
　 「がんばろう、福島」
 　か。
　がんばれるのか ?
　放射能湧き上がり、舞い下りる福島で、宮城で、
茨城で、栃木で、群馬で、埼玉で。
　放射能はないことにして、災害は地震と津波だけ
だったことにして、「震災復興」ということは、可能
なのか ?
　結局のところ、しかし、我々日本人は、放射能を
浴びつつも、それはまだ痛くも苦しくもないから、

ないことにして、やっていくしかないのか。
　それはつまり、あの欺瞞的な東電という会社と、
得体の知れない烏合の衆、実態のない蚊柱のような

「政府」というものが、その日の苦しまぎれに先送り
して発する「健康に影響はない」という言葉を信じ
てやっていくほかはない、ということなのか ?
　嘘だ嘘だと思いながらも、彼らの流す嘘の中に救
いを見いだして、隣近所にもそう言い言いしながら、
自分やお互いをも欺きながら、生きてゆくほかはな
いのか ?
　放射能まみれで、農産物が出荷出来ないほどなの
に、なお「原発はきちんと再稼働させていく」と言う、
野田内閣の狂気に、うなづかなくてはならない、我々
日本人とは、何なのか ?
　……うら悲しい。
　ナチズムのように日本をおおう原発利権を核とし
た今の体制に、我々は、パルチザンのように、いや
そんなに劇的でなくても、のらりくらりと自転車を
こぎながら、金の欲や物欲や、つまらぬ所有欲や向
上欲を捨てて、抵抗しようじゃありませんか ?
　よりよい電化製品や、電気自動車や、便利な現代
生活を求めず、国際競争力を捨て、バスに乗り遅れ、
経済破綻を観賞しながら、庭の柿や芋や大豆の放射
能を水で洗って食べながら、静かに NO を言おうで
はないか。
 　「ひたぶるにうら悲し」
 　「ひたぶるにうら悲し」

　鬼石に来るようになってから、いつかこのような地域紙（誌）を発行したいと思っていたのだが、それが 2 年、い
やほぼ 3 年も経ってようやく実現した。
　できれば年に 2 回とか、4 回くらいは出したいものだが、それはひとえにただ僕のやる気のみにかかっている。初め
からそんな気合いのないことでどうするかと僕自身もそう思うのだが、実は先日ひどいショッキングな出来事があった。
　僕はおおむねこの借家に月に 1 回から 2 回、各 1 週間程度滞在するのだが、前回来た時に、出しっぱなしにしてい
たジャガイモをかじられているのに気がついた（頭の黒いヤツに !）。そして今朝、台所で朝食のパンをトースターに
入れようとしていたまさにその時、かなりでかい頭の黒いヤツが僕の脇を走り抜けたのだ。幸い玄関の戸が半開きに
なっていたのでそこから外へ飛び出したらしい（確証はない。多分。そう願う ! ）
　何を隠そう、僕はあの頭の黒いヤツが大の苦手なのだ。苦手を通り越して怖い、恐ろしい。というよりも、おぞましい。
もう、助けてくれー ! ! なのだ。
　それはきっと僕の前世がどこかのドブネズミだったことによると思
うのだが、その話はちょっと長くなるので今回はこれまでとして、と
もかくそのようなヤツが出る家に、僕が今後いつまで通い続けること
が出来るかという、そういう問題なのだ。
　鬼石のこの借家に通うことが出来なくなれば、この風土子も出すこ
とはかなわない。まさかこんなところでつまずこうとは……。ああ、
創刊号だというのに、早くも大ピンチ!  次号やいかに! ?　　　（ふどし）

▲■
●
編集長一筆

編集発行所：どこまでもたぬき舎　目黒区自由が丘 3-6-26　☎ 03-3725-4456　藤岡市鬼石 171-2　E メール :intermedia@syd.odn.ne.jp
編集発行人：佐山吉孝　主筆：堀越千秋　デザイン：アートポスト　絵図：高村木綿子　写真：佐野光太郎　取材協力：やまこ組　印刷 ：平版印刷　
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「人生至る所に青山有り」のことわざにならうならば、
「神流風土は至る所に銘石有り」です。
ゴミ箱のふたの上に、放射線発する雨ドイの下に、壁の破れ穴に、
ついつい見落としてしまいがちな、ホラそこにも、ここにも、観
賞に値する銘石がごろごろ、です。
銘石の何たるかを理解するには、よい石をとくと見るのが一番。
さああなたも、銘石鑑定士を目指して、一日一石、銘石を観賞し
ましょう。

銘石ここにあり

もしもあなたの身近に、これはという銘石がありましたら、
編集部までご一報ください。

1 部　300 円


